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平成２６年度 事業報告書 

 

はじめに  

 

大阪歯科大学の建学の精神は、「歯科医学・医療に関する専門知識、技術の習得

と共に、思いやりの心を涵養し、自らの選んだ道に深い使命感をもって、社会に対

する奉仕的人生観を体得して、「博愛」と「公益」に努める。」というものである。 

平成２６年度は、従来からの磐石な体制を踏まえ、教育、研究、診療、管理運営

に関する諸改革を推進した。 

学部において三つの入学試験制度を創設した。すなわち一般入試における成績上

位者への授業料減免、大学入試センター試験の導入、東京会場の新設である。この

結果、受験生の増加により実質の入試倍率が２．９５倍にまで上昇した。また、新

カリキュラム導入３年目であり、前年度に引き続き成績判定の厳格化を行い、学修

指導の徹底を図った。歯科医師国家試験については、第６学年への徹底した教育指

導により、現役受験生の合格率は良好な成績を上げた。 

大学院については、海外提携校からの外国人院生の受け入れを実施するとともに、

修士課程の設置と募集開始の最終段階を迎えた。 

国際交流については、四川大学華西口腔医学院主催サマーキャンプ、上海交通大

学口腔医学院、オーストラリア・シドニー大学歯学部への本学学生による短期海外

研修を行った。さらに、コロンビア大学歯学部、上海交通大学、南方医科大学口腔

医学院、台北医学大学口腔医学院、シドニー大学学生の研修訪問受け入れを行った。 

附属病院については、土曜日開院が２年目を迎え今後の収入改善へ向けてのさら

なる検討が望まれる。 

歯科技工士・歯科衛生士両専門学校については、半世紀の歴史と実績のうえで  

新たなる改革への取り組みが進行中である。 

 

平成２６年度は、本学にとって２回目となる大学基準協会の認証評価を受審し、

学内各部署の全面的な努力により平成２７年３月に大学基準に適合するとの認定を

受領した。さらに、文部科学省大学改革推進事業である歯学教育認証評価制度創設

に係るトライアル校に選定され、この二つの認証評価活動を通じ、国際的に通用す

る内部質保証の充実を図った。 

 

平成２６年度は、本学の重点目標である「五つの力の目標」（募集ブランド力の向

上、学力の向上、教育力の向上、人間性涵養力への注力、教員人材育成力への注力）

及び「三つの力の追加目標」（学生の国際交流力増強、大学院力の増強、研究力の向

上）の本学の「八策」の達成に向け大いに前進した年度であった。 

学校法人大阪歯科大学は、大学歯学部、大学院歯学研究科、歯科技工士専門学校、

歯科衛生士専門学校を擁する歯科医学総合学園として、今後も「八策」達成に向け

てさらなる発展充実を図っていくものである。 
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学校法人大阪歯科大学組織図 
 

　主任教授会

　図書館

　教員会

　大阪歯科大学歯科技工士専門学校

　教員会

　大阪歯科大学歯科衛生士専門学校

　教育情報センター

　中央歯学研究所

　附属病院

　大阪歯科大学歯学部歯学科

　大阪歯科大学大学院歯学研究科

　教授会

　研究科会議

　評議員会

　理事会

　監事

 

 

 

 大阪歯科大学は、教育基本法の規定する教育の一般的な目的と方針に則り、歯学に関する学術を中

心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の領野における学理技術を教授研究し、歯科医師と

して必要な知的道徳的及び応用的能力を展開させることを目的としている。 

  

大阪歯科大学大学院歯学研究科は、大学院生に歯学に関する学術の理論及び応用を教授研究し、そ

の深奥を究めて文化の進展に寄与するとともに、大学院生を当該専攻分野に関する高度の研究指導者

に養成することを目的としている。 

 

大阪歯科大学歯科技工士専門学校は、歯科技工士として必要な知識と技術を修得せしめるとともに、

更に高度な技術の向上を図ることを目的としている。 

 

大阪歯科大学歯科衛生士専門学校は、歯科衛生士として必要な知識と技術を修得せしめるとともに

教養の向上を図ることを目的としている。
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本学の沿革 

 

1911年（明治 44年）12月  大阪歯科医学校 創設 

1912年（明治 45年）1月   大阪歯科医学校 開校（14日創立記念日） 

 

1913年（大正 2 年）10月  附属医院 開設 

1915年（大正 4 年）7月   大阪市南区木津大国町（現 浪速区敷津西）に移転 

昼間部 2年制の本科設置 

1916年（大正 5 年）7月   大阪市東成郡生野村（現 生野区勝山南）に移転 

1917年（大正 6 年）9月  大阪歯科医学専門学校 設立 

1919年（大正 8 年）1月  附属医院 開設 

 

1929年（昭和 4 年）7月  牧野学舎 竣工 

1935年（昭和 10年）10月  天満橋附属医院 竣工 

1939年（昭和 14年）1月   大阪歯科技工学校を吸収 

1947年（昭和 22年）6月   大阪歯科大学（旧制）へ昇格（18日昇格記念日） 

1947年（昭和 22年）8月   大阪歯科大学（旧制）の予科設立 

1949年（昭和 24年）4月   大阪歯科大学（旧制）歯学部開設 

1951年（昭和 26年）3月   学校法人大阪歯科大学へ組織変更 

1952年（昭和 27年）4月   大阪歯科大学（新制）歯学部 設置認可 

1955年（昭和 30年）4月   大阪歯科大学（新制）進学課程設置 

1961年（昭和 36年）4月   大学院歯学研究科（博士課程）設置 

1964年（昭和 39年）4月   附属歯科技工士養成所開設 

（現大阪歯科大学歯科技工士専門学校） 

1968年（昭和 43年）5月   附属歯科衛生士学校設置 

（現大阪歯科大学歯科衛生士専門学校） 

 

1997年（平成 9 年）4月   楠葉新学舎へ移転・天満橋学舎附属病院新築 

             牧野学舎と合わせ 3キャンパス体制となる。 

2001年（平成 13年）6月   大阪歯科大学創立 90周年記念式典挙行 

2011年（平成 23年）11月  創立 100周年記念式典 挙行 

2013年（平成 25年）3月   創立 100周年記念館 竣工
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平成２６年度事業報告 

 平成２６年度の本学事業について、項目ごとにその概要を記載する。 

 

  Ⅰ．教学（学部教育）の改革 

  Ⅱ．大学院の改革 

  Ⅲ．教員人材の整備等 

  Ⅳ．附属病院の財務改革 

  Ⅴ．歯科技工士・歯科衛生士両専門学校の改革 

 
 Ⅰ．教学（学部教育）の改革 

  １．歯学部入試倍率の増加への取り組み 

   オープンキャンパスは、６月、７月、８月、１１月の計４回開催され、延べ

参加人数は、４１２名（うち、学生１９５名）であり、過去最高の参加者とな

った。当日のプログラムは、入試概要説明、在学生による学生生活の説明、学

内食堂利用体験、学内施設見学、実習体験、個別相談会を実施した。 

 また、８月には初めての試みとして、本学附属病院にて個別受験相談会と病

院見学会を実施し好評であった。 

 本学教員による指定校への高校訪問、大学祭期間中の入試相談会、高校生向

け進学ガイダンス「夢ナビライブ」での出前講義などで入試広報に努めた。 

 平成２７年実施の入学試験（平成２７年度入学試験）は、三つの新制度を導

入した。 

 まず、学費に関するもので、一般入試受験者のうち、成績上位者２５名につ

いて、入学初年度の授業料等を全額（５１５万円）免除する制度である。 

 次に、大学入試センター試験利用入試制度である。これは、前期（１月）と

後期（３月）に実施するものである。（一般入試前期・後期と併願が可能である。） 

 さらに、受験機会の複数化として、一般入試（前期日程）において、東京会

場（東京都品川区ＴＯＣビル）の新設である。 

 これらの取り組みの結果、募集人員１２８名に対する実質競争倍率は、２倍

を超え（２．９５倍）、平成２７年度新入生１２８名を過不足なく確保した。 

 平成２３年度から開始した編入学試験は、２７年度は９名が第２学年へ編入

することとなった。 
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２．第１０８回歯科医師国家試験結果 

新卒者は９３名受験し、合格者は７２名で合格率は７７．４％であり、前回

第１０７回より１．９ポイント上昇した。新卒者の私立歯科大学・歯学部合格

率は、６９．１％で、８．３ポイント上回った。（国公私立を含む合格率は７３％

で、本学はこれより４．４ポイント上回った。） 

  今回の結果は、私立の中で５本の指に入る成績であり、第６学年に対するき

め細かい教育指導の表れである。 

  教育アドバイザー、特別アドバイザー及び助言教員、ティーチング・アシス

タント（ＴＡ）により学生の状況を的確に把握して、データに基づく徹底した

個人指導により、学生のモチベーションを高めた結果である。このような地道

な取り組みを一層推進していくものである。 

 

 ３．新カリキュラムの進行と検証 

  １）大学学則改正及び学業成績評価に関する規程の制定 

  平成２４年度第１学年から新カリキュラムが進行し、学年進行は、３学年分

が新カリキュラムとなった。これについては、次の１１のコースを基本構成と

して教育を行った。 

①態度教育、②教養教育、③語学・情報科学教育、④基礎科学教育、 

⑤基礎系歯科医学教育、⑥社会系歯科医学教育、⑦臨床系歯科医学教育、 

⑧総合医学系教育、⑨第１～４学年歯科医学統合教育、⑩歯科臨床教育、 

⑪歯科医学統括教育 

教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、学修が行

われている。 

 卒業の認定・学位の授与の要件は厳格であり、 

(1)総括講義の出席条件を満たす者（受講しなければならない講義数の８０％以

上出席を要件） 

(2)本学が指定する３回の特別試験すべての受験者 

(3)学士試験２の合格者 

(4)本学に６年以上在学して２５４単位を修得、学士試験に合格し、２月に開催

する報告会（歯科医師国家試験に関して本学で開催する報告会）に出席して

歯科医師国家試験の自己解答を提出した者 

となっている。 

    平成２６年度の大学基準協会認証評価において、大学学則等の関係規程の中

に、新カリキュラムに対応した教育課程や卒業要件単位数が規定されていない

との指摘を受け、即時改正に着手し、平成２７年４月１日付け改正を文部科学

省へ届け出た。 

    また、平成２７年３月、「大阪歯科大学学業成績評価に関する規程」を制定し
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た。この規程中の内容は、従来から各学年のシラバスに年間の授業日程、各教

科科目の内容、教科書、参考図書、講義担当者、到達目標、行動目標、成績評

価方法、試験の日程として記載し、学生に周知しているもので、学生の日々の

自学自修の重要な手引きとなっている。 

    このように、新カリキュラムの進行とともに、このたびの認証評価に関する

自己点検・評価活動を通じて、是正すべきことは速やかに見直しを行う内部質

保証体制を積極的に推進していくものである。 

 

  ２）新カリキュラム（第１学年～第３学年）について 

    第１学年における初年次教育としては、推薦入試合格者には入学式までの間

にスクーリングを２回実施した。また、新入生全員に基礎学力試験（英語、数

学、物理学、化学、生物学）の受験と、９月の前期試験で特に学習が必要な科

目のある学生には補習授業（英語、理科、数学）を行った。第２学年への編入

学試験合格者には、入念な入学前教育を行うことにより、歯学部以外の出身者

や社会人の学習意欲の向上を図った。 

 さらに、新入生全員に歯科医師という職業への動機づけを図るため、アーリ

ーエクスポージャーとして本学附属病院における早期臨床体験学習と、夏休み

前に障がい者施設・介護施設において社会福祉体験学習を実施した。 

 ヒューマニティーズ教育の科目としては、必修科目としてすでに平成１８年

度から人権論を開講し患者さんへの思いやりのある歯科医療人の育成を図った。 

 第２学年では、第３学年以降の学修に必要な基礎系歯科医学科目及び歯科英

語を配置し、全国共用試験歯学系受験時までに必要な態度・コミュニケーショ

ン能力を修得することを目標とした教育を行った。 

 第３学年では、態度教育として研究室体験としてのゼミナールを開講し、教

室・講座に関連する歯科医学教育モデル・コア・カリキュラムの内容について

説明できることを目標に、学生に対してレポートを課して理解度の指標とした。 

  研究意欲のある学生に対してゼミナールの中で「研究チャレンジ」を創設す

るべく検討を行った。学部学生の時期から研究心を育成していくことは、近年、

文部科学省が推奨している事項であり、平成２７年度から開始することを決定

した。 

 

４．第４学年の教育 

－全国共用試験歯学系ＣＢＴ、ＯＳＣＥへの対応を中心に― 

 本学では、第４学年末に実施されるＣＢＴは、第５学年次の臨床実習に入る

前の段階で受験する第１次国家試験と位置づけている。これは、歯科医師国家

試験受験の学力を担保する極めて重要な関門である。 

 平成２５年度から合格基準を改正し、７０％以上合格と厳格化した。それと
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ともに従来からの指導体制（教務部長、指導教授、教育アドバイザー及び助言

教員）による徹底した個別指導と模擬試験などで成績は向上している。 

 また、ＯＳＣＥについては、従来から本試験１回のみの施行であり、このこ

とは、本学学生の客観的臨床能力のレベルの高さを示しているといえる。 

 

５．第５学年・第６学年の教育 

第５学年における臨床実習の成績評価の厳格化（臨床実習修了時試験）、年間

５回にわたる進級試験（７５点以上合格）などにより学力は向上している。 

第６学年に第６学年教務部委員会を設置しており、学士試験１・２を課すと

ともに、大学指定の模擬試験の成績の分析、教育アドバイザーによる少人数  

クラスでの指導、特別アドバイザー、大学院生のＴＡの指導による学習成果を

適切に測定し、歯科医師国家試験に備えた。この結果、第１０８回の歯科医師

国家試験では新卒者で良好な成績を収めることができた。今後ともこの体制を

充実し、一層の好成績に繋げていくものである。なお、既卒者に対しては既卒

者教務部委員会が個別指導を行った。 

 

６．ＯＤＵソーシャルコミュニティについて 

枚方市の環境美化活動に関するボランティア事業（アダプトプログラム）に

参加することを検討し、平成２７年度から楠葉学舎に学ぶ第１学年から第４学

年の学生により、早朝の学舎周辺の歩道等を清掃活動で美化する活動を実施す

ることを決定した。これは、本学が重視する態度教育の一環として「ＯＤＵソ

ーシャルプログラム」と命名した。平成２６年度は、学生・教職員有志にトラ

イアルを行った。 

 

 ７．学生生活指導 

昨年度同様に「学生生活ハンドブック」により、学生生活を送る上で必要な

情報を全学生に配付した。各学年に学年指導教授、助言教員、特別アドバイザ

ーを配置し、歯科医学教育開発室に配置された専任教員を教育アドバイザーと

して修学支援を行った。 

「薬物乱用防止講演会」については、９月に大阪府警察本部と枚方警察署から

講師を招いて、第１学年を対象に開催され、全員が参加し、学生生活を安全に

過ごすための知識を学んだ。 

「女性被害防止講演会」については、１０月に大阪府警察本部と枚方警察署か

ら講師を招き、第１学年女子学生５９名（在籍者６７名）が参加し、自ら身を

守るための知識を学んだ。 
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 Ⅱ．大学院の改革 

 １．大学院生の入学倍増計画、外国人留学、大学院教員の増強等 

平成２７年度入試においては、２４名（外国人留学生２名を含む）が合格し、

前年度（１７名）より増加した。 

学生の受け入れ方針（アドミッションポリシー）としては、①口腔科学に探

求心をもつ人、②高い倫理観とコミュニケーション能力を備えている人、③幅

広い視野をもち、創造性とチャレンジ精神に富む人、④自ら問題を発見し、解

決する力を備えている人、⑤国際的視野と語学力を身に付け、国際貢献を目指

す人、の５項目を掲げて院生の募集を行った。 

新設専攻科として障害者歯科学を置くことを決定し、大学院准教授、大学院

助教により指導体制を整備した。外国人留学生については引き続き受け入れ態

勢を充実させていくものである。 

平成２６年度大学基準協会認証評価の結果、学位申請論文の作成を指導した

教授が論文の主査を務めている現状を改善するように努力課題として指摘があ

ったので、さっそく学位規程改正を検討した。 

大学院修士課程については、平成２８年４月設置に向けて文部科学省へ申請

する最終段階に入った。 

 

Ⅲ．教員人材の整備、国際交流、学生の活躍、外部資金獲得等 

１．教員評価について 

教員の業績評価については、教育活動、研究活動、臨床活動及び学内・社会

活動の４項目を数値化し、評価結果は、講座・教室ごとの研究費の傾斜配分等

に活用した。これは、前掲の「八策」の一つである「教員人材育成力への注力」

として整備を進めてきたものである。教員の資質向上については、ＦＤ委員会

が企画立案と実施主体で、開催項目については下記のとおりである。 

回数 開催日 テーマ 講師 参加人数 

第 1回 4月 28日（木） 歯学系ＣＢＴ問題公募要領と問題作成のポイント 
田中  昭男教授 

西川 泰央教授 
54名 

第 2回 8月 11日（月） 
アクティブラーニングを再考する 

-学生の思考をアクティブにするためには- 

森 朋子准教授

（関西大学） 
109名 

第 3回 10月 30日（木） 
ポータブル活用から始めるアクティブ・ラーニング 

-「医療倫理」の実践例から- 

青野  透教授 

（金沢大学） 
91名 

第 4回 11月 7日（金） 
低学力支援とメンタルケア 

～学生をやる気にさせる学習支援～ 

仁枝  幹太理事 

（(特非)キズキ） 
101名 

第 5回 
平成 27年 

1月 26日（月） 

反転授業と学習評価 

～ラーニング・アウトカムズの視点からの授業設計～ 

杉森公一准教授 

（金沢大学） 
112名 
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なお、今回は第１回目を除き、続く４回は、上記の４名の外部講師により行

われた。 

 

２．教職員の人権研修等 

   平成２７年３月、教職員の人権意識を高めるため人権講演会を行った。今回

は、「職場のハラスメント問題の動向」と題して、本学人権教育室の李 嘉永講

師から、多様化するハラスメントの現状と対応について詳細な解説が行われた。 

   なお、大学設置基準の改正で義務化されたＦＤ（ファカルティ・ディベロッ

プメント）、ＳＤ（スタッフ・ディベロップメント）に関する事項を大学学則中

に新たに規定した。 

 

３．国際交流 

国際交流活動の目的は、グローバル化に対応し、諸外国の大学等との相互教

育、研究の充実と発展を図るものであり、同時に教員の資質向上、学生の国際

的視野の育成にある。本年は、下記の日程で活発に実施され、平成２６年度大

学基準協会認証評価においても高く評価された。 

   平成２６年度の学生短期海外研修としては、６月から７月にかけて四川大学

華西口腔医学院主催のサマーキャンプに第５学年２名が参加した。さらに７月

２名の本学学生が上海交通大学口腔医学院を訪問、臨床実習に参加した。 

   ８月にはシドニー大学歯学部に６名の学生が訪問、３月にはコロンビア大学

歯学部に第５学年８名を派遣し、特別講義や臨床見学、同大学生とのディスカ

ッションなどを行い知見を深めた。 

   一方、協定校からは、４月にコロンビア大学歯学部から２名、７月に上海交

通大学口腔医学院５名、南方医科大学口腔医学院５名、台北医学大学口腔医学

院４名、１１月にシドニー大学歯学部４名の学生の訪問を受け入れ、特別講義、

本学卒業生の歯科医院見学などが行われた。 

 

４．学生の活躍と地域との交流 

  １）本学学生の活躍 

 本学は従来から学部学生、大学院生の研究意欲の向上に力を注いでいるが、

その活躍が輝いた年であった。 

   ７月に、欠損歯列補綴咬合学講座の大学院生と口腔外科学第二講座講師（非

常勤）が第２７回日本顎関節学会学術大会ポスター発表優秀賞を受賞した。 

８月には、スチューデント・クリニシャン・リサーチ・プログラム（ＳＣＲＰ）

日本代表選抜大会が行われ、第５学年のグループが臨床部門第２位に輝いた。 

 

   また、本学は、学生のスポーツ振興にも力を注いでいる。 
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第４６回全日本歯科学生総合体育大会では、本学体育会各部の活躍により総

合で第３位を収め、部門別ではボウリング部、空手道部、アーチェリー部、漕

艇部が優勝した。ラグビー部は第４７回全日本歯科学生総合体育大会冬期部門

で準優勝し、２０１４関西大学ラグビー７’sリーグで優勝した。 

 

  ２）地域との交流 

  ・第２２回大阪歯科大学公開講座 

   地域社会に対して本学の保有している研究に関する紹介と歯学に対する教養

の普及を図る公開講座は、本年度のメインテーマを「超高齢社会への歯科の取

り組み」と題して、多数の受講者に恵まれ好評であった。 

サブテーマ 講  師 
天満橋講座 

受講者数 

枚方講座 

受講者数 

大規模災害における口腔ケアの 

重要性-南海トラフ大地震に備える- 

神戸常盤大学短期大学部 

口腔保健学科 足立了平教授 
182名 225名 

信頼できる「かかりつけ歯科医」 

とともに 

本学高齢者歯科学講座 

髙橋一也准教授 
183名 216名 

 

  ・学園都市ひらかた推進協議会等の枚方市との連携事業への参画 

平成２６年５月、本学主管で枚方市長と枚方市に所在する６大学（関西医科

大学、関西外国語大学、摂南大学薬学部、大阪工業大学、大阪国際大学、大阪

歯科大学）との標記協議会が開催され、大学と市民、企業等との交流や連携の

機会の拡大について推進していくことが確認された。 

協議会主催の事業として、「子ども大学探検隊」が１１月の本学大学祭の開催

と同時に行われ、「歯の模型を作ろう！1日歯医者さん体験！」として本学学生

ボランティアも参加し枚方市の小学生３９名が実際に歯の模型実習を体験した。 

同じ１１月に「ひらかた市民大学２０１４」として、本学高齢者歯科学講座

の髙橋一也准教授により、「『お口は元気の源です！』～介護予防のためのマネ

ジメント」と題する講演が行われ、４８名が参加した。 

   協議会事業とは別に、６月には牧野学舎において、枚方市牧野５校区（殿ニ、

牧野、招堤、西牧野、平野）の地域の方々の自主防災訓練が行われた。牧野学

舎は、災害時の第一次避難所に指定されており、これまでも台風接近時には一

部住民の方が避難されている。なお、学舎には防災備品や発電機も設置されて

いる。 

   その他、関西医科大学、摂南大学薬学部・看護学部、本学など医学系、医療

系機関と枚方市で構成される「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」にも参

画している。 
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 ３）外部資金の獲得による教育・研究活動の振興 

○平成２６年度私立大学等経常費補助金 

   本学への日本私立学校振興・共済事業団からの交付額は、３億５２１３万９

千円であり、そのうち特別補助は３０２９万４千円で前年度比２０３万１千円

の増額であった。 

特別補助の内訳は以下のとおりである。 

  ・大学等の国際交流の基盤整備（海外派遣、大学院入試等） 

  ・大学院等の機能の高度化 

    大学院における研究の充実（女性研究者支援） 

    研究施設運営支援（中央歯学研究所） 

  ・授業料減免及び学生の経済的支援体制の充実 

    卓越した学生に対する授業料減免等（特待生制度） 

   学生の経済的支援体制等の充実（共済会奨学金） 

 

○平成２５年度私立大学等研究設備整備費等補助金（私立大学等研究設備等

整備費） 

２６年度に補助申請したもので、文部科学省からの交付額は１５８４万８千

円であった。 

事業名：BDFACSVerseフローサイトメーター３レーザー８カラーモデル一式 

 

○平成２６年度学術研究振興資金 

   日本私立学校振興共済事業団からの交付額は１００万円であった。 

   研究課題：ｉＰＳ細胞を用いた広域顎口腔組織欠損再生に向けた基礎的研究 

  

○平成２６年度科学研究費補助金（文部科学省） 

  ・基盤研究（Ｂ）      １件 

  ・基盤研究（Ｃ）    ３８件 

  ・挑戦的萌芽研究     １件 

  ・若手研究（Ｂ）    １４件 

・研究活動スタート支援  ２件 

・特別研究員奨励費    １件 計５７件 補助金交付額７１３０万円 

（間接経費２１３９万円 合計９２６９万円） 

 

４）教育環境の整備 

現在の本学の校地面積は、大学設置基準に定める面積の約１０倍を保有して

いる。その中にあって学生が学習に集中できる環境の整備に努め、第４学年用

の自習室を整備することを決めた。また、図書館は必要な質・量の図書学術雑



 12 

誌、電子媒体を整えている。『大学ランキング２０１６』（週刊朝日大学ムック）に

おいて、本学の学生一人当たりの図書貸出冊数は１０．５冊で、私立歯科大学・

歯学部の中でＡランクに位置している。 

 

   ５）臨床研究における規程整備 

   臨床研究において新たに「学校法人大阪歯科大学臨床研究利益相反ポリシー」

と「学校法人大阪歯科大学臨床研究利益相反管理規程」を整備した。 

また、本学の医の倫理委員会に関する事項について、学内規程、倫理指針、

議事要旨、臨床研究の情報などをホームページに掲載、公開することとなった。 

 

６）本学におけるガバナンス改革について 

学校教育法の改正に伴い、本学においても早急に学内諸規程の改正に取り組

み「大阪歯科大学学則」及び「大阪歯科大学教授会・主任教授会規程」につい

て改正作業を進めた。 

 

７）情報公開の推進 

従来から、本学では情報公開を進めているが、受験生及び保護者からの目線

でさまざまな内容を得ることができるよう工夫を行っている。 

公開が義務づけられている研究情報についても容易に閲覧が可能となってお

り、さらに財務状況については各年度の収支状況を見ることができる。 

平成２６年度事業として、大学ホームページのリニューアル作業を進め、ス

マートフォンからも本学の最新情報にアクセスできる環境を整備した。 

 

８）認証評価への取り組み 

  ・大学基準協会認証評価及び歯学教育認証評価トライアルについて 

本学は、大学基準協会に昭和５２年に会員となり、平成１０年度に相互評価

の認定をはじめとして、平成１９年度に認証評価を受け「大学基準」に適合し

ているとの評価を得た。そして今回、平成２６年度に３回目となる認証評価を

受審、全学的な協力のもと、自己点検・評価活動を展開した結果、平成２７年

３月に無事「大学基準」に適合しているとの認定を受けた。 

その中では、本学の建学の精神である「博愛公益」を最も体現する「社会連

携・社会貢献」で本学独自の公開講座の充実度や、国際交流を含む学術交流の

継続とその発展が高い評価を受けた。 

一方、大学学則に新カリキュラムに対応した教育課程や卒業要件単位数が規

定されていないとの指摘事項（改善勧告）については、平成２６年度中に改正

を届け出た。さらに他の指摘事項（努力課題）についても、今後改善報告書を

大学基準協会へ提出することとなるが、内部質保証の観点から、自己点検・評
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価活動は毎年度継続して実施していかなければならない。 

また、大学基準協会の機関別認証評価とは別に、分野別認証評価として文部

科学省の「医学・歯学教育認証評価制度等の実施」事業において、本学が連携

大学としてトライアル校に選ばれ、平成２６年に自己点検・評価書を作成し主

幹大学の東京医科歯科大学へ提出した。これを受けて平成２６年１０月に現地

調査を受け、その結果は概ね良好であった。 

今回の二つの認証評価受審を契機に、継続的な自己点検・評価活動により、

建学の精神である「博愛公益」を本学の理念として、一層の教育、研究、診療、

管理運営の発展充実を期するものである。 

 

Ⅳ．附属病院の財務改革等 

１．平成２６年度延べ患者数等 

   医療収入については、附属病院・専門学校経営改善委員会にてデータ分析を

行い、改善への方向性を示し、過去３年間の収入の平均を基準として８％増収

を目標額とした。病院運営委員会において目標達成状況を報告し、医療保険請

求漏れ防止や歯科疾患管理料の算定等に努めた。医療収入のみで初めて２０億

円（２０億６，０４１万６４１円）の大台に乗せることができた。平成２６年

度の初診患者数は、２万５，２６６人、一日平均８７．１２人で対前年度比   

９９．９１％であった。 

   また、外来・入院延べ患者数は、２６万５，１８８人であり、主な地域別内

訳は大阪府２３万８７５人、兵庫県１万５，２５４人、奈良県９，７５８人、

京都府６，００８人、和歌山県９９３人であり、その他滋賀県、三重県、東京

都、北海道、沖縄県などである。 

   平成２５年５月１１日から始まった土曜日診療については、初診・再診合わ

せた平成２６年度延べ患者は、２，９４３人で一日平均６１．３１人であった。 

 

２．先進医療の推進 

先進医療とは、新しい医療技術の出現・患者ニーズの多様化等に対応するた

めに、健康保険の診療で認められている一般の医療の水準を超えた最新の先進

技術として、厚生労働大臣から承認された医療行為である。当院では、平成  

２１年６月１日より「歯周外科治療におけるバイオ・リジェネレーション法」、

平成２５年１月１日より「有床義歯補綴治療における総合的咬合・咀嚼機能検

査」及び平成２６年９月１日より「金属代替材料としてグラスファイバーで補

強された高強度のコンポジットレジンを用いた三ユニットブリッジ治療」を実

施している。 
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３．歯科医師の派遣 

以前から実施している、社会福祉法人阪神福祉事業団センター診療所、日本

放送協会（大阪放送局）へ派遣した。 

 

  ４．歯科医師臨床研修の概要 

   修了者は、プログラムＳ（単独型）２２名、プログラムＣ（複合型）６８名

の合計９０名であった。なお、１２月よりプログラムＳ（単独型）で、研修歯

科医１名を追加で受入し平成２７年度４月の修了を予定している。研修歯科医

受入施設は、４３施設であった。臨床研修費等補助金は、前年度に比べ２，７

９７万円減の９，３７５万円であった。なお、減額の主要因は、研修歯科医が

前年度より２６名減じたためである。 

   平成２７年１月に枚方市健康医療キャラバンに関わる学校歯科保健活動を枚

方市立高陵小学校おいて、研修歯科医を派遣し実施した。 

第１０回大阪歯科大学附属病院歯科医師臨床研修指導歯科医講習会を平成 

２７年１月に開催、一般公募した臨床経験７年以上の歯科医師を含む２８名が

受講し修了証を交付した。また、指導歯科医の資質向上のための講習会を、管

理型及び協力型臨床研修施設の指導歯科医を対象に、平成２７年１月、２月に

開催した。 

 

５．病診連携講演会（懇談会） 

病診連携、病病連携の推進を目的として開催している病診連携講演会（懇談

会）は平成２６年度で１２回目を数え、平成２７年２月に開催された。 

なお、平成２６年度に医療機関から紹介いただいた患者数は９，４２１人に

上っており、紹介率は３７．３％（前年度３６．２％）となった。 

 

６．地域医療連携について 

地域の診療所の先生方への支援としてＣＴ、 ＭＲＩ、歯科用ＣＴ、検体検査

および病理組織検査の検査支援体制を整備しており、多くの先生方との共同治

療に利用されている。 

また、当院と隣接する「国家公務員共済組合連合会 大手前病院」との医療

連携に関しては、平成１７年６月に協力医療機関相互診療委託契約を締結し、

「大阪歯科大学附属病院・大手前病院打ち合わせ会」を立ち上げ、平成２６年

度も３か月に１回の割合で定期的に相互の病院で、それぞれの副病院長、医員、

看護師長、歯科衛生士長、事務職員等が出席し、医療連携の推進、情報交換等

を行った。当院より訪問歯科診療が継続実施されており、年間約７０名の入院

患者の治療や口腔ケアを施行している。また、金属アレルギー患者の口腔内金

属の成分分析依頼にも対応している。 
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一方、当院からは口腔癌の放射線治療（約１５名/年）、全身疾患を有する患

者様のコンサルタントや入院患者様の救急対応などを依頼し、密接な地域医療

連携を構築している。 

平成２５年度より新たに発足した「大手前病院地域医療支援病院運営委員会」

に、委員として本院副病院長が参加し、運営に参画している。 

施設基準「感染防止対策加算２」の算定に係る連携については、合同カンフ

ァレンスの実施及び院内感染防止対策状況についてのラウンドを相互に行い、

院内感染防止の向上に努めている。 

関西医科大学（天満橋総合クリニック）とは、従来から特殊検査により提携

を行っている。 

 

７．医療安全講習会、院内感染対策講習会等 

 医療安全、院内感染防止等に関する取り組みは、昨年度に引き続き講習会を

開催し、多数の教職員が参加した。 

 「医療安全講習会」11回開催 

「院内感染対策講習会」10回開催 

「医薬品安全管理講習会」5回開催 

「医療機器安全管理講習会」4回開催 

 

８．医療機器の更新について 

 眼科において眼科手術装置（１，７５５万５，６００円）、耳鼻咽喉科におい

てオリンパスメディカルシステム カメラヘッド・ライトケーブル・ＬＧアダ

プター（１９９万５，８４０円）、中央画像検査部においてデジタルＸ線画像診

断システム ＦＣＲ（１，５３９万０，０００円）の更新が行われた。また、歯

周治療科、高齢者歯科及び補綴咬合治療科のチェアユニット６台（１，６９８

万３，０１５円）の更新も行った。 

   口腔外科おいてはチェアユニット（ファントム付）１１台（３，５３４万５，

６１３円）が、文部科学省研究設備整備費等補助金により半額補助を受け更新

した。 

 

９．病院情報システムの更新について 

平成２８年度からスタートする新病院情報システム（歯科（診療）システム

系医科（診療）系システム系、医療事務システム系から構成される基幹システ

ム）について、平成２６年度に複数の導入業者による見積書提出を受け、設定

に関する準備を進め、慎重に検討を行った結果、メディア㈱の新システムを導

入することに決定した。 
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10．人事関係諸規程の制定 

附属病院において、診療業務を主として行う任期付医員（医師及び歯科医師）

の労働条件を定めた就業規則と、医員の評価を行う医員診療評価規程とを新た

に制定した。 

 

Ⅴ．歯科技工士・歯科衛生士両専門学校の改革 

理事会傘下の経営改善委員会において、専門学校の運営改善に向けて検討を

行った。 

 

１．歯科技工士専門学校 

生徒募集については、高校への訪問、ホームページや学校独自に広報誌を作

成し、実際に歯科技工の現場で働く卒業生の声を掲載するなど積極的に広報活

動を行った結果、平成２７年度新入生は前年度より増加した。 

「義歯専攻コース」、「ＣＡＤ／ＣＡＭ専攻コース」、「インプラント専攻コース」

の３コースを設け、２年制の特色ある医療専門職教育を行い、平成２６年度歯

科技工士国家試験の合格率は１００％であった。 

   卒業後の進路については、歯科医院、歯科技工所への就職、本校専攻科への

進学などである。 

 

２．歯科衛生士専門学校 

生徒募集については、高校への訪問、ホームページなどにより広報活動を行

い、平成２７年度新入生は前年度より増加した。また平成２７年４月から教育

訓練給付制度（専門実践教育）の指定を受けることとなり、社会人受験生に対

する門戸を拡げた。 

３年制の充実したカリキュラムにより、特色ある医療専門職教育を行い、歯

科衛生士国家試験の合格率は３年制に移行後１００％を維持し続けている。 

高齢者社会に対応できる有為な人材を多く輩出していることから、求人件数

も２０倍となり、一般開業医、企業、病院など高い就職率を誇っている。 

 

大学学部に科目等履修生制度が新設され、国家試験合格後に両専門学校卒業

生がこの制度により単位を取得し、大学評価・学位授与機構に申請・審査を受

け「学士」の学位が与えられる道が開かれた。さらに、現在認可に向けて準備

中の大学院修士課程への進学もキャリアパスに繋がることとなる。 
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１．平成 26年度学生数  （ ）は女子  （平成 26年 5月 1日現在） 

   大学 第１学年 １４３（６８）  大学院 第１学年 １７（ ４） 

      第２学年 １５０（５４）      第２学年 ２５（ ９） 

      第３学年 １１５（４７）      第３学年 １９（１１） 

      第４学年 １５９（７０）      第４学年 ２９（１３） 

      第５学年 １０５（４７）           ９０（３７） 

      第６学年 １６８（５８） 

           ８４０（３４４) 

 

   歯科技工士専門学校 １年 １０（４）   専攻科１年  ４（０） 

             ２年 １４（５）   専攻科２年 １１（１） 

                ２４（９）         １５（１） 

 

   歯科衛生士専門学校 １年  ４５ （４５） 

             ２年  ４８ （４８） 

             ３年  ５３ （５３） 

                １４６（１４６） 

 

２．第 108回歯科医師国家試験の結果  平成 27年 3月 18日合格発表 

 

３．平成 27年度入学試験状況 

                  （志願者） （合格者） （入学者） 

   ［ 大学 ］ 推薦入試       ５０    ３３ 

         一般入試（前期）  ２５３    ７８ 

         一般入試（後期）   ７８    １５   １２８ 

         センター（前期）   ９５    １０ 

         センター（後期）   １４     ３ 

         編 入 学（前期）   １１     ８     

         編 入 学（後期）    ２     ２     

   ［大学院］ 一般入試（一次）    ７     ７ 

         一般入試（二次）   １５    １５    ２４ 

         外国人留学生特別選抜  ２     ２ 

   ［歯科技工士専門学校］  

歯科技工士学科       １３    １３    １２ 

   編 入 学        ２     ２     ２ 

専攻科        ５     ５     ５ 

   ［歯科衛生士専門学校］      ７８    ５０    ５０ 

 （総 数） （新 卒） （既 卒） 

受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 

本学 

全国 

151 

3,138 

96 

2,003 

63.6 

63.8 

93 

1,995 

72 

1,457 

77.4 

73.0 

58 

1,143 

24 

546 

41.4 

47.8 

［附属資料］ 

 ９ 
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４．平成 25年度会計実査  平成 26年 4月 3日（木） 

 

５．大学・大学院入学式  平成 26年 4月 4日（金）午前 10時（於：楠葉学舎） 

 

６．平成 26年度大学新入生研修 

   平成 26年 4月 4日（金）午後 2時 30分（於：楠葉学舎） 

        4月 7日（月）午前 9時（於：牧野学舎） 

        4月 8日（火）午前 9時（於：楠葉学舎） 

 

７．平成 26年度ＦＤセミナー（本文参照） 

 

８．平成 25年度監事監査  平成 26年 5月 12日、13日（於：楠葉学舎） 

 

９．解剖体慰霊祭  平成 26年 5月 16日（金）午後 2時（於：四天王寺） 

 

10．オープンキャンパス（於：楠葉学舎） 

  ・第１回 平成 26年 6月 1日（日） 48名参加（うち、学生 25名） 

  ・第２回 平成 26年 7月 21日（月・祝） 173名参加（うち、学生 79名） 

  ・第３回 平成 26年 8月 24日（日） 129名参加（うち、学生 58名） 

  ・第４回 平成 26年 11月 1日（土） 62名参加（うち、学生 33名） 

 

11．大学父兄会・共済会総会（於：楠葉学舎） 

   平成 26年 6月 28日（土）午後 1時 父兄出席者数 265名 

 

12．受験相談及び病院見学会（於：天満橋学舎） 

平成 26年 8月 1日（金） 33名参加（うち、学生 15名） 

 

13．第 46回全日本歯科学生総合体育大会（当番校：日本歯科大学新潟生命歯学部） 

   平成 26年 8月 1日（金）～12日（火） 総合第 3位 

 

14．平成 26年度薬物乱用防止講演会 

   平成 26年 9月 4日（木）午前 9時（於：楠葉学舎） 

    講師 大阪府警察本部刑事部薬物対策課 小川 浩一 警部 

    対象者：第 1学年、140名出席 

 

15．第 22回公開講座 

  ・メインテーマ 「超高齢化社会への歯科の取り組み」 
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  ・日程 天満橋講座 平成 26年 9月 13日（土）、20日（土） 

            受講者延べ 365名（於：100周年記念館） 

      枚方講座  平成 27年 2月 21日（土）、28日（土） 

            受講者延べ 441名（於：楠葉学舎） 

            （時間はいずれも午前 10時～正午） 

 

16．第 6学年父兄懇談会（於：100周年記念館） 

平成 26年 9月 27日（土）午後 1時 60名出席 

 

17．平成 26年度女性被害防止講演会 

    平成 26年 10月 6日（月）午後 3時 30分（於：楠葉学舎） 

     講師 大阪府警 2名・枚方署 1名、1年女子学生 59名出席 

 

18．平成 26年度解剖体遺骨返還式（於：楠葉学舎） 

   平成 26年 10月 10日（月）午後 2時 

 

19．平成 26年度地方父兄会（奈良県）（於：ホテル日航奈良） 

   平成 26年 10月 19日（日）午前 10時 学生 17名の保護者出席 

 

20．平成 26年度大学祭（テーマ：NO BORDER） 

  ・体育祭 平成 26年 10月 25日（土）（於：牧野学舎） 

  ・文化祭 平成 26年 11月 1日（土）、2日（日）（於：楠葉学舎） 

 

21．平成 26年度自衛消防訓練  楠葉学舎  平成 26年 11月 14日（金） 

                牧野学舎  平成 26年 12月 9日（火） 

                天満橋学舎 平成 26年 11月 25日（火） 

 

22．実験動物慰霊祭  平成 26年 11月 21日（金）午後 1時 30分（於：楠葉学舎） 

 

23．平成 26年度全学教職員忘年慰労会  平成 26年 12月 26日（於：天満橋学舎） 

 

24．平成 27年新年互礼会  平成 27年 1月 5日（於：楠葉学舎） 

 

25．教授退職記念講演会 

   平成 27年 2月 15日（日）午前 10時（於：100周年記念館） 

    神原主任教授（10：10～）、諏訪主任教授（10：55～）、岩井主任教授（11：40～）、

川合主任教授（13：15～）、前田専任教授（14：00～） 
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26．平成 26年度共用試験歯学系 CBT並びに OSCE 

  ・CBT  平成 27年 2月 27日（金）午前 9時 30分（於：楠葉学舎） 

  ・OSCE 平成 27年 3月 22日（日）午前 9時（於：天満橋学舎） 

 

27．平成 26年度卒業式並びに大学院学位認証式 

   平成 27年 3月 6日（金）午前 10時（於：楠葉学舎） 

 

28．平成 26年度歯科医師臨床研修修了証授与式 

平成 27年 3月 24日（火）午後 2時 30分（於：天満橋学舎） 

 

29．口腔インプラント学講座の新設 

 

30．大学特待生の採用 

   2年 2名・3年 2名・4年 2名・5年 1名・6年 2名、授業料 100万円免除 

 

31．大学学内奨学生選考 

   ２名の学生に対して総額 1,750,000円の奨学金を貸与 

 

32．平成 26年度 SCRP（スチューデント・クリニシャン・リサーチ・プログラム）日

本代表選抜大会において５年生・三上 優さんが臨床部門第２位に入賞 

  ・研究テーマ 

「睡眠中のアロマテラピーは SIgAの分泌促進と唾液中細菌数の減少を促進する」 

 

33．平成 27年度臨床研修歯科医の募集定員 

   単独型研修方式４０名、複合型研修方式１２０名 

 

34．学位授与 

   学位記番号 甲第 740号～ 767号 ２８名に学位記授与 

   学位記番号 乙第 1587号～1593号  ７名に学位記授与 

 

35．2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会 大学連携協定締結 

（平成 26年 6月 23日付） 

 

36．平成 26年度法人理事会・法人評議員会・主任教授会・教授会・大学院研究科会議 

 １）法人理事会 16回開催 

   （平成 26年 4月 3日(2回)、4月 24日、5月 29日(2回)、6月 26日、 

7月 24日、8月 28日、9月 30日、10月 23日、11月 27日、12月 26日、 
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平成 27年 1月 29日、2月 26日、3月 26日(2回)） 

 ２）法人評議員会 3回開催 

   （平成 26年 4月 3日、5月 29日、平成 27年 3月 26日） 

 ３）主任教授会 26回開催 

   （平成 26年 4月 9日、4月 23日、5月 14日、5月 28日、6月 11日、 

7月 9日、7月 23日、8月 13日、9月 10日、9月 19日、10月 8日、 

10月 20日、10月 27日、11月 12日、11月 26日、12月 3日、 

12月 10日、平成 27年 1月 15日、1月 27日、2月 4日、2月 12日、 

2月 18日、2月 25日、3月 4日、3月 11日、3月 27日） 

 ４）教授会 2回開催 

（平成 26年 4月 9日、平成 27年 3月 27日） 

 ５）大学院研究科会議 14回開催 

（平成 26年 4月 23日、5月 28日、6月 25日、7月 23日、8月 27日、 

9月 19日、10月 8日、10月 20日、11月 26日、12月 24日、 

平成 27年 1月 28日、2月 12日、2月 25日、3月 25日） 

 

37．本学関係 褒章・叙勲の受章者等 

 １）褒章  大学 22回 黒住 正三 岡山県 藍綬褒章 

 ２）叙勲  専門 30回 桐山 浩 岐阜県 旭日双光章 共 15名 

 ３）平成 26年度文部科学省医学教育等関係業務功労者表彰 

    附属病院 歯科衛生士長 髙田橋 美幸、歯科技工士長 西村 元彦 

 

38．川添理事長・学長  

(公社)医療系大学間共用試験実施評価機構理事に再任 

（期間：平成 26年 6月 5日～平成 28年 6月 30日） 

（一財）歯科医療振興財団理事長に就任（平成 26年 6月 30日付） 

文部科学省 歯学教育の改善・充実に関する調査研究協力者会議委員に就任 

（任期：平成 26年 7月 1日～平成 28年 3月 31日） 

厚生労働省 歯科医師の資質向上等に関する検討会構成員に就任 

 

39．教職員数（平成 27年 3月 1日現在：３６５名） 

１）大学  ３４９名 

   教員数 １８５名 

    学長１名、主任教授２７名、専任教授７名、准教授２６名、講師６９名、 

    助教５３名、病院教授１名、病院助教１名 

   職員数 １６５名  

    事務・技術７５名、医療８９名、労務１名 



22 

 ２）歯科技工士専門学校 ７名 

    教員５名、事務２名 

 ３）歯科衛生士専門学校 ８名 

    教員６名、事務２名 

 

40．人事 

 １．法人関係 

１）法人役員就任 

    理事長             川添 堯彬 

    常務理事（総務兼財務担当）   下村 錢三郎 

    常務理事（教学兼財務担当）   田中 昭男 

常務理事（教学兼人事担当）   諏訪 文彦 

    理事  （教学兼人事担当）   覚道 健治 

    理事  （総務兼人事担当）   三谷  卓 

    理事  （調査担当）      岡  邦恭 

    理事  （調査担当）      橋本 猛伸 

    理事  （総務兼財務担当）   藤野  明 

    理事  （財務担当）      前田 眞治 

    監事              本井 文夫 

    監事              古川 壽男 

２） 評議員就任 

     池尾  隆、生駒    等、今井 徳子、岩井 康智、上田 雅俊 

     大浦  清、大坂 尚史、太田 謙司、岡  邦恭、岡本  学 

     恩田 信雄、加藤 信次、川合進二郎、河合  正治、川添 堯彬 

川野 敏樹、神原 正樹、窪  盛偉、小正  裕、酒井 昭則 

佐ノ木幸夫、清水谷公成、下村錢三郎、城村 幸治、末瀬  一彦 

鈴木  實、玉置 敏夫、中谷 譲二、西川 泰央、林  秀彦 

福島 久典、藤井  征、北條 博一、松田  毅、三谷  卓 

森田 章介、山科  透、山本 一世、吉本 一馬、和手 甚京 

  ３）顧問の委嘱  上田 雅俊 

  ４）教授定年退職に伴う理事退任  諏訪 文彦 

  ５）教授定年退職等に伴う評議員退任  神原 正樹 共 5名 

 ２．名誉教授称号授与  林  宏行、小谷 順一郎、武田 昭二 

 ３．退職 

１）定年退職  口腔衛生学講座 主任教授 神原 正樹 共 15名 

２）依願退職  薬理学講座 講師 西浦 弘志 共 11名 

  ３）任期付職員期間満了退職  図書課 事務職員 平田 悠樹 
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  ４）再雇用契約満了退職  同窓会事務局 事務職員 三木 慶一 

 ４．昇任 

  １）主任教授  内科学講座 准教授 大久保 直 共 2名 

  ２）准教授  口腔外科学第二講座 講師 大西 祐一 共 3名 

  ３）定年退職に伴う准教授特別昇任  口腔治療学講座 講師 好川 正孝 

  ４）講師  化学教室 助教 牧田 佳真 共 11名 

  ５）定年退職に伴う講師特別昇任  口腔外科学第一講座 助教 田伏  信 

  ６）専門学校教員  歯科技工士専門学校 教務主任 森川 良一 共 2名 

  ７）職員  法人事務局長 齊藤 広志 共 6名 

 ５．任用 

  １）主任教授  口腔治療学講座 博士（歯学） 前田 博史 共 3名 

  ２）准教授  薬理学講座 歯学博士 天野  均 

  ３）講師  物理学教室 博士（工学） 松原 英一 共 5名 

４）助教  歯科保存学講座 博士（歯学） 小正 玲子 共 8名 

  ５）大学院教員 

     大学院教授 諏訪 文彦 共 20名、大学院准教授 竹村 明道 共 22名 

大学院講師 上村  守 共 26名、大学院助教 上田 甲寅 共 24名 

  ６）専門学校校長 

     歯科技工士専門学校 校長 末瀬 一彦 

     歯科衛生士専門学校 校長 小出  武 

  ７）看護師  附属病院 岩谷 亜希子 

  ８）任期付職員の正規職員登用  教務学生課 課長 中山 勝美 共 4名 

  ９）任期付職員新規採用  教務学生課 主任 中谷  悟 共 5名 

10）任期付医療職員新規採用  附属病院 薬剤師 安藤  薫 

 ６．任期制教員契約更新  歯科保存学講座 助教 竹内  摂 共 2名 

 ７．リサーチ・アシスタント採用  歯周病学 山脇  勲 共 6名 

 ８．所属異動  大学事務局長 亀井  崇 共 4名 

 ９．兼務  病院事務部長 齊藤 広志 

10．定年退職後再雇用  総務課人権担当 事務職員 野中 登貴男 共 2名 

11．定年退職後再々雇用  同窓会事務局 事務職員 三木 慶一 

 12．委嘱 

  １）大学役職者（平成 26年 4月 1日付） 

副学長     諏訪 文彦 
副学長     小正  裕 
総務部長    小正  裕 

教務部長    田中 昭男 

学生部長    田中 昌博 
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図書館長         川合 進二郎 

附属病院病院長      覚道 健治 

大学院研究科科長     西川 泰央 

中央歯学研究所所長    清水谷 公成 

教育情報センター所長   佐ノ木 幸夫 

国際交流部長       岡崎 定司 

附属病院副病院長     森田 章介 

附属病院副病院長     山本 一世 

  ２）名誉客員教授  岡山大学 名誉教授 山下  敦 

  ３）客員教授  大阪歯科大学附属病院 元病院教授 北條 博一 共 5名 

  ４）Visiting Professor 

  韓国慶熙大学校歯科大学 主任教授 Young-Guk Park 共 8名 

  ５）平成 26年度講師（非常勤） 解剖学講座 清水 孝治 共 411名 

平成 26年度大学院講師（非常勤） 解剖学 江原 大輔 共 55名 

（平成 26年 4月 1日付） 

  ６）臨床教授  口腔インプラント科 江藤 隆徳 共 2名 

  ７）嘱託  梅垣麻酔科クリニック 院長(医師) 梅垣  裕 共 17名 

  ８）医科当直医師 

     関西医科大学附属滝井病院内科 医師 玉置 岳史 共 11名 

  ９）病院医員 64名 

  10）臨床講師 55名 

11）ティーチング・アシスタント  口腔外科学第一 石川 敬彬 共 12名 

12）平成 26年度ポストドクトラルフェロー 

 口腔外科学第二 渡辺 昌広 共 2名 

13）学生相談室カウンセラー  臨床心理士 関  珠希 共 3名 

  14）医務室嘱託医師  大阪大学医学部 助教（医師） 木田 博 

  15）各種委員会委員長 

   (1) 大学関係 

    総務部委員会委員長    小正  裕 

    教務部委員会委員長    田中 昭男 

    第６学年教務部委員会委員長   田中 昭男 

    既卒者クラス教務部委員会委員長  田中 昭男 

    廃棄物処理委員会委員長   小正  裕 

図書館運営委員会委員長   川合進二郎 

図書資料選択委員会委員長   川合進二郎 

    学生部委員会委員長    田中 昌博 

    学内食堂管理運営委員会委員長   田中 昌博 
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    教育情報センター管理運営委員会委員長   佐ノ木幸夫 

    健康管理委員会委員長      覚道 健治 

    楠葉学舎衛生委員会委員長     川合進二郎 

    天満橋附属病院衛生委員会委員長    清水谷公成 

    国際交流部委員会委員長     岡崎 定司 

    学術研究奨励助成金交付審査委員会委員長 

    兼共同研究助成審査委員会委員長 

    カリキュラム委員会委員長     諏訪 文彦 

    共用歯学ＣＢＴ委員会委員長     西川 泰央 

    共用歯学ＯＳＣＥ実行委員会委員長    山本 一世 

    ブラッシュアップ委員会委員長     松本 尚之 

    ＦＤ委員会委員長      田中 昭男 

    入試委員会委員長      田中 昭男 

    公開講座委員会委員長      有田 憲司 

    医の倫理委員会委員長      覚道 健治 

    組換えＤＮＡ実験安全委員会委員長    川合進二郎 

    動物実験委員会委員長      池尾  隆 

    バイオセーフティー委員会委員長    梅田  誠 

    セクシュアル・ハラスメント防止委員会委員長   川添 堯彬 

    知的財産委員会委員長      覚道 健治 

    教員評価委員会委員長      川添 堯彬 

    大学院委員会委員長      西川 泰央 

    中央歯学研究所委員会委員長     清水谷公成 

    学生基礎実習運営連絡検討委員会委員長   田中 昭男 

   (2) 法人関係 

    財務企画委員会委員長   川添 堯彬 

    財務企画委員会病院の運営に関する事項部会部会長 覚道 健治 

    財務企画委員会牧野学舎将来計画作業部会部会長 下村錢三郎 

    財務企画委員会給与部会部会長   三谷  卓 

    財務企画委員会経営部会部会長   下村錢三郎 

    退職資金管理運営委員会委員長   三谷  卓 

    業者登録選考委員会委員長 下村錢三郎 

    学術研究奨励基金管理運営委員会委員長  下村錢三郎 

    環境管理委員会委員長   覚道 健治 

    枚方資料センター管理運営委員会委員長 覚道 健治 

    予算委員会委員長   下村錢三郎 

    人事委員会委員長   三谷  卓 

田中 昭男 
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    自己点検・評価委員会委員長   川添 堯彬 

    ＯＤＵウェルネス・ホール管理運営委員会委員長 小正  裕 

   広報委員会委員長 川添 堯彬 

    人権啓発推進委員会委員長 川添 堯彬 

    個人情報保護委員会委員長   川添 堯彬 

    個人情報保護委員会大学部門委員会委員長 諏訪 文彦 

    個人情報保護委員会病院部門委員会委員長 覚道 健治 

    個人情報保護委員会事務部門委員会委員長 牧谷 弘幸 

    大阪歯科大学附属病院財務改善検討委員会委員長 下村錢三郎 

    資産運用検討委員会委員長 下村錢三郎 

    学校法人大阪歯科大学利益相反検討委員会委員長 覚道 健治 

    専門学校の大学・短大化に関する検討委員会委員長 三谷  卓 

    附属病院・専門学校経営改善委員会委員長 川添 堯彬 

    学校法人大阪歯科大学省エネルギー推進委員会委員長 下村錢三郎 

  16）学年指導教授・助言教員・特別アドバイザー（平成 26年 4月 1日現在） 

     学年指導教授 1年 藤原 眞一、2年 王  宝禮、3年 西川 泰央 

4年 有田 憲司、5年 山本 一世、6年 梅田  誠 

既卒者 田中 昌博 

     指導教授特別補佐（1～6年及び既卒者） 田中 昭男 

     教育アドバイザー 1～6年 王 宝禮 共 2名 

助言教員   1年 李 嘉永 共 8名、2年 竹村 明道 共 8名 

            3年 乾 千珠子 共 8名、4年 岩田 有弘 共 8名 

     特別アドバイザー 5年 谷本 啓彰 共 12名、6年 戸田 伊紀 共 23名 

              既卒者 小出  武 共 3名 

  17）平成 26年度学友会会長  主任教授 松本 尚之 

 

41．学外活動 

 １）教授海外視察  欠損歯列補綴咬合学講座 主任教授 岡崎 定司 

２）教員海外研修  歯科矯正学講座 講師 西浦 亜紀 共 2件 

 ３）教員海外出張  歯科医学教育開発室 専任教授 王  宝禮 共 82件 

４）共同研究員受入 

    北京大学口腔医学院 児童口腔医学/問診部児童口腔科  

病院医師   鄭  佳佳 

     受入講座：小児歯科学講座 

期間：平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日 共 4件 

 ５）国際交流 

  (1) 中国 5大学との共同研究 
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・受入 

  南方医科大学口腔医学院 1名（期間：平成 26年 11月 27日～12月 18日） 

・派遣 

     上海交通大学口腔医学院（期間：平成 26年 11月 20日～25日） 

      歯周病学講座 梅田主任教授、田口准教授 

      口腔インプラント科 馬場専任教授、上村助教 

  (2) 海外協定校との学生交流 

   ・受入 

     コロンビア大学 学生 2名（期間：平成 26年 4月 22日～28日） 

     上海交通大学 学生 5名、教員 1名（期間：平成 26年 7月 27日～8月 1日） 

     南方医科大学 学生 5名、教員 1名（期間：平成 26年 7月 27日～8月 2日） 

     台北医学大学 学生 4名（期間：平成 26年 7月 27日～8月 2日） 

     シドニー大学 学生 4名（期間：平成 26年 11月 24日～12月 3日） 

  ・派遣 

     四川大学華西口腔医学院インターナショナルサマーキャンプ 学生 2名（5年） 

      引率教員：益野講師（期間：平成 26年 6月 29日～7月 11日） 

     上海交通大学口腔医学院 学生 2名（3年） 

      引率教員：篠永講師（期間：平成 26年 7月 19日～25日） 

   シドニー大学歯学部 学生 6名（3年 4名、4年 2名） 

      引率教員：岡村講師（期間：平成 26年 8月 16日～25日） 

  コロンビア大学歯学部 学生 8名（5年） 

      引率教員：益野准教授、本田講師（期間：平成 27年 3月 7日～17日） 

 

42．補助金・助成金 

 １）平成 26年度大阪歯科大学学術研究奨励助成金交付（13件） 

    助成金交付額  3,000,000円 

 ２）平成 26年度大阪歯科大学学術研究奨励資金 4,200,000円 

（内 1,200,000円は、日本私立学校振興・共済事業団より平成 26年度学術 

研究振興資金として交付） 

研究課題「iPS細胞を用いた広域顎口腔組織欠損再生に向けた基礎的研究」 

 ３）平成 26年度科学研究費補助金交付（文部科学省）（本文参照） 

 ４）平成 26年度私立大学等経常費補助金交付額  352,139,000円 

 ５）平成 25年度私立大学等研究設備整備費等補助金（私立大学等研究設備等整備費） 

   （26年度申請）交付額 15,848,000円 

「BDFACSVerseフローサイトメーター3レーザー8カラーモデル一式」 

 ６）平成 26年度臨床研修費等補助金交付額  93,756,000円 

 ７）国際交流助成 

    歯科矯正学講座 助教 居波 薫 共 30件に対し 6,448,714円の助成 
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 ８）寄贈 

    大阪歯科大学第 22回卒業生（甲寅会）300,000円 共 2件 

 

43．諸規程 

 １）大阪歯科大学学則（一部改正） 

 ２）共同研究員受入に係る研究料に関する申し合わせ（一部改正） 

３）大阪歯科大学教員評価実施規程（一部改正） 

４）大阪歯科大学カリキュラム委員会規程（一部改正） 

５）名誉教授称号授与に関する規程（一部改正） 

（以上 平成 26年 4月 1日付） 

６）大阪歯科大学附属病院病院医員就業規則（一部改正） 

 （平成 26年 4月 1日付、平成 27年 3月 26日付） 

７）請負契約規程（一部改正）    （平成 26年 5月 29日付） 

８）任期制教員の再任用基準に関する申し合せ（一部改正） 

９）教員候補者資格審査に関する申し合わせ（一部改正） 

10）留学専攻生の授業料減免に関する内規（一部改正） 

（以上 平成 26年 7月 24日付） 

11）大阪歯科大学大学院歯学研究科専攻科教員任用規程（一部改正） 

12）大阪歯科大学教員海外研修規程（一部改正） 

（以上 平成 26年 8月 28日付） 

13）大阪歯科大学図書館規程（一部改正） 

14）図書資料選択委員会に関する細則（一部改正） 

15）図書館の利用に関する細則（一部改正） 

16）外部資金による研究補助者の労働者派遣取扱いに関する規程（施行） 

（以上 平成 26年 9月 30日付） 

17）学生基礎実習運営連絡検討委員会規程（施行） 

（平成 26年 10月 1日付） 

18）学校法人大阪歯科大学自己点検・評価委員会規程（施行） 

19）大阪歯科大学大学院歯学研究科教授候補者審査選出規程（一部改正） 

20）臨床実習連絡委員会規程（一部改正） 

（以上 平成 26年 10月 23日付） 

21）大阪歯科大学学内施設使用規程（一部改正） 

（平成 26年 11月 27日付） 

22）ハラスメントの防止等に関する規程（施行） 

23）ハラスメント相談窓口に関する規則（施行） 

24）ハラスメントの防止等に関するガイドライン（施行） 

（以上 平成 26年 12月 26日付） 
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25）学校法人大阪歯科大学事務組織及び事務分掌規程（一部改正） 

26）学校法人大阪歯科大学事務組織表（一部改正） 

（以上 平成 27年 1月 1日付） 

27）学校法人大阪歯科大学教員の定員等に関する規程（一部改正） 

（平成 27年 1月 29日付） 

28）大阪歯科大学学業成績評価に関する規程（施行） 

29）学校法人大阪歯科大学任期付職員就業規則（一部改正） 

30）学校法人大阪歯科大学契約職員就業規則（一部改正） 

31）大阪歯科大学附属病院臨床研修歯科医就業規則（一部改正） 

32）大阪歯科大学附属病院病院医員就業規則（一部改正） 

33）学校法人大阪歯科大学医員就業規則（施行） 

34）大阪歯科大学附属病院医員診療評価規程（施行） 

35）学校法人大阪歯科大学給与規程（一部改正） 

 （以上 平成 27年 3月 26日付） 

 


